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はじめに
昭和初期、大阪渡辺橋の朝日ビル 階（約 坪）に大阪の有名専門店が約 店集まって
専門大店を開いた（図 の下方に渡辺橋、図 朝日ビル建物写真参照）。専門大店とは、異
業種の小売業者、製造業者、卸売業者が互いの商品を宣伝・販売する場である。これは日本
独自のもので、欧米をまねたものではない。各業者は大阪の老舗で、すでに自店が繁盛して
いるのだが、新製品の宣伝や販路の拡大を目指していわゆるアンテナ・ショップとして参加
した。特徴的なのは、美津濃（現、ミズノ）や小西六写真機店（現、コニカ）、中山太陽堂
（現、クラブコスメチックス）、武田長兵衛新薬部（現、タケダ薬品工業）、沢の鶴、白鶴な
ど有名メーカーが参加していることである。
以下では、専門大店の創立事情をさぐり、それがどのような意義をもっていたのかを明ら
かにしたい。当時反百貨店運動が起こっており ）、大百貨店と零細小売商の対立が激化して
いた。しかし専門大店は政治闘争の組織ではなく、商売の上で大手百貨店や有名専門店に対
抗する小売組織であったと思われる。
また、同店は戦前の 日専連（日本専門店会連盟） ）の源流に当たり、その意味におい
ても興味深い事例といえる。ここに日専連とは、 横のデパート を標榜しながら対百貨店
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むすびにかえて
）例えば、大阪の事例として谷内正往 戦前大阪の鉄道とデパート 東方出版、 年、 、
を参照。最近の研究には、末田智樹 昭和初頭静岡市への松坂屋支店誘致と反百貨店運動 （ 中
部大学人文学部研究論集 第 号、 年 月）がある。
）戦前の日専連については 日専連四十年のあゆみ （日本専門店会連盟、 年）、 專門店会に就いて
（上）（下）（ 京城月報 第 号、第 号、 年 月、 月）、角南芳太郎 岡山專門店会の概要
百貨店対抗小売店新戦術 商店界臨時増刊号 、誠文堂、 年 月）、 社会奉仕を目的の赤ちゃん
会 商店界 第 巻第 号、 年 年 月）、岩本由輝 三越仙台支店進出反対運動と全日本専門店会
聯盟（日専聯）の設立 （ 市場史研究 第 号、 年 月）、満薗勇 日本型大衆消費社会への胎動
戦前期日本の通信販売と月賦販売 （東京大学出版会、 年、第 章第 節 百貨店の消極姿勢と百
貨サービスの展開 ）等がある。
に苦しむ一般小売店の組織化を図ったもので、一業一店を原則として多業種にまたがる一流
専門店を集めた商店街組織の一種であった。 年 月に結成された岡山専門店会の事例が
モデルとなって、以後、各地で専門店会の設立が相次ぎ、 年 月には全国組織として日
本専門店連盟（日専連）が誕生、 年の時点では全国に 会（加盟店 ）を数えるに
至った ）。
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図 昭和初期の大阪駅付近の地図
図 朝日ビル
出所 大阪新電車地図圖 （旅館大黒屋総本店）より一部抜粋
出所 朝日ビルデイング新築工事概要 大阪朝日新聞、 年、ページなし。
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．専門大店の創立としくみ
創立経緯
（明治 ）年、大阪で鰹節・祝儀物を扱う渋谷利兵衛が京都の宮崎箪笥店と共同でお
嫁入り道具展覧会を開いて好評を博した。これをキッカケに、 島屋呉服店、尼伊小間物
店、てんぐ履物店、植村和楽器店、上田屏風店、田中漆器店が加盟して 相生会 と名乗っ
た。これも好成績を収めた。これを見た十合呉服店（後、そごう）は、内田箪笥店、香取屋
履物店、玉吉鰹節店、越後屋宝飾店、溝口小道具店を合わせた計 店で 高砂会 を結成し
て互いに利益を享受した。しかし、これら二つの会は、大正期に入り 島屋、十合が百貨店
化して多品目を扱うようになると解散してしまった ）。
（大正 ）年になると、スポーツ用品店美津濃（店主水野利八）の呼びかけで、 の
専門店が新たに 共美会 を結成した ）。 年美術倶楽部にて、年末贈答品展示即売会を
開催した。開店 日目にして全商品を売りつくすほどの成果をあげたという ）。
なぜ美津濃が声を上げたのだろう。美津濃社史 ）によると、美津濃は自社製品の販売促
進とはまったく関係なく、共美会に単なる親睦団体として参加したという。 すなわち、大
正十年前後のこの時点で、美津濃は一応、メーカーあるいは問屋としての機能をもち、すく
なくとも二ケタの特約小売店を有していたにもかかわらず、小売店組織の中に、自ら求めて
仲間入りしていったのだ 。 小売商業が土地の人の信用だけに頼っていては発展がない。時
代感覚を養って独自のサービスをするためには、互いの連繋を強め、自主的な研究や商道徳
の向上をはかろう、というのがねらい であった。
朝日ビルについて
（昭和 ）年 月大阪一の新式建物（戦艦型のモダン建築）として、朝日ビル（地下
階、地上 階、延坪約 坪）が出現した ）。これは大阪朝日新聞社の記念事業とし
て、大阪駅から堂島を経た渡辺橋河畔の朝日新聞社に隣接して建設されたもので、 階の千
疋屋（銀座千疋屋支店）、プレイガイド、 階の金田写真場、 階のアラスカや本みやけ
）前掲 日本型大衆消費社会への胎動 。ところで、日専連をビジネスモデルの観点からみると、戦
前には 百貨サービス と対抗関係にあったという。すなわち、前者は優良顧客に対して共同通帳を発行
し月末締めの 掛売り を認めるものだったが、後者はさらに進んで月賦販売を行った（同前）。小稿に
おける大阪専門大店は日専連の源流ではあるが、 共同通帳 掛売り など具体的な動向については不明
である。
） 日本小売業運動史（戦前編） 公開経営指導協会、 年、 。
）同前。
） 全国百貨店専門店会商店会取引業者総覧 デパート通信社、 年、 。
） スポーツは陸から海から大空へ─水野利八物語 美津濃株式会社、 年、 。美津濃創業者
水野利八は、後の 日専連 運動についても執念ともいうべき情熱を持っていた（前掲 日専連四十年の
あゆみ ）。
）朝日ビルディングについては 朝日ビルデイング新築工事概要 （大阪朝日新聞、 年）、 五 年史
（株式会社朝日ビルディング、 年）、その建築意義については、石田潤一郎 大阪朝日ビル─近代空
間の発見 （同監修 関西のモダニズム建築 淡交社、 年）を参照。
）久保田有春 大阪専門大店会と其内容 百貨店対抗小売店新戦術 商店界臨時増刊号 、誠文堂、
年 月、 。
食堂 、屋上のスケートリンク等が有名であった ）。特に、同ビルのスケートリンクから
オリンピック選手が誕生している ）。ビルは午前 時から午後 時まで開館し、食堂、郵便
局、エービーシー（ 階約 坪に、テナントが利用できる小集会室、パーラー 碁・将
棋・麻雀・撞球台設置 、運動室、シャワー室）、湯沸器等が完備してあった。 階で新聞社
ビルの講演場と連絡しており、 階で展覧場と連絡していた ）。
ところで、朝日ビルは大阪と同時に横浜にもビルを建設している。実はその前年、東京朝
日ビル（賃借）も開いていた。また 年には京都・名古屋にビルを建設している。つま
り、朝日ビルは大阪朝日新聞社の販路拡張の 先兵 だったのである ）。
専門大店の創立
専門大店は、朝日ビル 階（約 坪 ））を全部借受け、 相生会 時代からの長年の宿望
であった常時的総合展示場を設けることになる（ 年には京都朝日ビル 階にも入居して
いる ））。加盟店は当初 店 ）、 専門大店 の名称は美津濃運動具店主水野利八が名付け
た。 後日この名称は必ず役立つ時がある と一同を説得した ）。この頃、美津濃は淀屋橋
に新ビルを建設して 年、それにともない卸売機構を確立しつつあった時期で、しかも
年尼崎工場を新設している ）。
まず、専門大店の設立趣意書は次のように述べる ）。
‥‥我等はどの途を歩むべきかと申しますに‥‥。店主自ら第一線に立ち、家族また一
店員となつて極度の小経営によるものは、店費─経営費の小額、小資本の回収運轉の効
果等によつて、比較的安易に維持継続し得るものでありますが、これに反し、永き店歴
あり、商品知識を有し、信用による傳統顧客を持ち、多数店員を擁して比較的大なる規
模経営をなすクラスにある小売業者こそ、全く何等か考慮せざるを得ない境遇に直面し
てゐるのであります。このクラスに属する我々が、こゝに因襲的な手足の働きより一歩
も出なかつた殻を破つて頭脳の働きへ進出し、協力一致して展開の途を拓かんとするも
のであります。
すなわち、専門大店の方向は、店主が先頭に立つ零細店ではなく、長い歴史を持ち、商品
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）スケート場は 坪（約 ）で、同ビル従業員の片山敏一、老松一吉らがベルリン・オリンピックに
出場した（前掲 五 年史 ）。
）前掲 朝日ビルデイング新築工事概要 。
）前掲 五 年史 巻末年表。
）坡杯蘭 朝日ビル専門大店の裏を覗く 商店界 年 月、 。同記事には、 約三百五十坪内
外 と 約三七 坪内外 と二つ数字が出ている。そこで朝日ビル（地上 階、地下 階）の延坪面積
坪を で割ると約 坪と計算できるので、約 坪を選択した。
）前掲 五 年史 。
）前掲 日本小売業運動史（戦前編） には 二十三店 とある（同書、 ）。
）前掲 全国百貨店専門店会商店会取引業者総覧 。
）前掲 スポーツは陸から海から大空へ─水野利八物語 。
）村本福松 最近大阪に現れたる商業経営型態に就て 経済時報 第 巻第 号、大阪商科大学、
年、 。
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知識に優れ、上得意客を持ち、多数店員を雇う 比較的大なる規模経営 の老舗（しにせ）
が 協力一致 して新たな道を探るところにある。日々の仕事に追われる 手足の働き で
はなく、大量に売る仕組みを考える 頭脳の働き をしようというのである。同店は株式会
社として発足し、設立発起人は次の通りであった ）（ 印は創立委員）。
先に述べた 相生会 のメンバーの名前が見られる。いずれも 堂々たる店舗を一方に
有する専門店ばかり であった。すなわち本店は別にあって、わざわざ専門大店に参加した
商店ばかりだというのである。さらに開店後半年以上経た時点の特約店・加盟店を見ておく
と、次の 班 ）に分かれていた。
一、服装品加盟特約店
葵屋絲店、尼角宝飾店、有本洋服部、ゑり直、カクマツ屋帽子店、吉村きんらん店、
駒井象嵌店、さらさや、しま三呉服店、シマダ鞄靴店、猩々足袋本舗、ちゝぶや、
てんぐ履物舗、トイシン洋品店、濱口ハンカチーフ店、みのや扇舗、門阪屋洋傘店、
ヨネツ子服雑貨店
二、家庭用品加盟特約店
赤松帽子店、朝日乾電池、生駒時計店、泉藤陶磁器店、上田唐木店、植村琴三絃店、
うぶけや打匁物店、小澤渓苔堂、角一ゴム、駒井重アルミ店、酒井包森金物店、坂田
茶道具店、蝸牛本店、高尾堂店、高木漆器店、辻梅新畫店、中原箪笥店、富士電機、
宮崎タンス店、安井ニツポン堂、吉田敷物店、ローヤルセルロイド
三、文具衛生品加盟特約店
荒木伊兵衛書店、伊藤喜商店、河内洋畫材料店、小西六写真機店、阪田萬年筆製作
）坡杯蘭 朝日ビル専門大店の裏を覗く 商店界 年 月、 。実際の役員は発起人から選出され
ており、専務取締役渋谷利兵衛（婚儀用品、鰹節商）、常務取締役有本國治（洋服商）、取締役水野利八
（美津濃運動具店主）、同伊達佐一郎（てんぐ履物舗主）、同成川忠夫（文具店躍仙堂主）、監査役梶彦兵
衛（梶彦眼鏡店）、同阪田作治郎（茶道具店主）、同大西善太郎（帽子のカクマツ屋主）であった（前掲
大阪専門大店会と其内容 ）。
またこれとは別に 会員間の交情の機関 であり役員の諮問機関として 大店倶楽部 が設けられた。理
事長に泉林藤七（陶器商）、副理事長に池田萬助（精米所）、理事に荒木伊兵衛（書店）、生駒権七（時計
商）、石川宗兵衛（蒲鉾商）、嘉納合名（白鶴）、白井松助（度量衡）、戸井福三（トイシン）、玉腰治輔
（門阪屋）、吉田鹿之助（敷物商）が就任した（同前）。
）同前、 。特約店と加盟店の違いは出資割合、宣伝支出割合の違いによるものと思われるが詳細は不
明である。
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所、白井度量衡製作所、仁寿堂香舗、もみぢや和紙店、躍仙堂文具店、和泉産具商
会、粟津石鹸製造所、伊藤千太郎商会、梶彦眼鏡店、白井松医療器械舗、武田長兵衛
新薬部、中山太陽堂、美津濃運動具店、森下博営業所
四、食料品加盟店
池萬精米所、澤の鶴石崎会社、魚宗蒲鉾店、白鶴嘉納合名、笠半茶老舗、白雪小西本
店、米忠味噌本店、渋谷鰹節店、田中彦奈良漬店、寶酒造会社、大黒粟おこし、富屋
洋酒食料品店、日本盛巴屋商店、カステーラ長崎堂、呉竹酢ひのや、菊正宗本嘉納商
店、松前昆布店、彌谷佐兵衛醤油店、山泉醤油店
今日でも良く知られている有名店（企業）が多い。例えば、伊藤喜商店（現、イトー
キ）、小西六写真機店（現、コニカ）、仁寿堂香舗、武田長兵衛新薬部（現、タケダ）、中山
太陽堂（現、クラブコスメチックス）、美津濃運動具店（現、ミズノ）といった製造メー
カーである。食品では、森下博営業所（現、森下仁丹）、澤の鶴・白鶴・白雪・寶酒造・菊
正宗（現、酒造メーカー）、大黒粟おこし、カステーラ長崎堂、松前昆布店などがあげられ
る。多くが製造から卸・小売を兼営している場合が多く、製造に関わらない場合でも専門知
識や技術を要する分野であったと推測される。
運営方法についても簡単に見ておこう。収入は宣伝費（売場使用料 店当り 円から
円、新聞広告費を含む ）、ウィンドウ使用料（入口の共同ウィンドウは 日 円ほど）、
催物場・器具使用料（催物場 坪の使用料は 日 円）、追加広告料、販売手数料収入（包
装費・人件費として売価の ％から ％）から成る。これに対して、支出は（朝日ビルに支
払う）借室料、新聞広告費、店員供給料、事務費、掃除油引料、雑費等である ）。
ある試算では、 ヶ月の（販売手数料収入を除いた）固定収入が約 円で、支出が借
室料約 円になるという ）。新聞広告費や店員給料等の費用が含まれていないので、収
支はトントンぐらいであろうか。
販売方法は、まず商品を第一部 説明を要せぬ商品 、第二部 説明を要し、需要の多い
商品 に区分した。その上で、前者は会社の店員が販売し、後者は各店から店員を出張させ
て販売にあたらせた ）。説明の必要性で商品を二分しているところから考えて、新製品や専
門品が相当あることがわかる。図 は朝日ビルのテナントで、図 は専門大店の店舗配置を
示している。図 は店内の様子である。他に 誌 専門大店 も発行している ）。
宣伝を中心にして、採算にはあまりこだわらず ）、商品の並べ方、見せ方にこだわってい
る。同店のねらいがどの辺にあるのか、節を変えて見ていこう。
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）同前、 。
）前掲 朝日ビル専門大店の裏を覗く 。
）前掲 大阪専門大店会と其内容 。
） 専門大店 （第 回、 年 月、筆者所蔵）は ページほどの 小冊子で、 国道のゴーストップ
商品知識西陣織の巻 など読み物が半分、加盟店一覧、店舗広告が半分といった構成である。 専門店
のものを硬くせず、判り易く説くのがこの冊子の任務の一つであり、眞の廣告でもある （同、 ）とあ
る。この時期加盟店にナショナル松下電器があり、 ページほどの広告が掲載されている。
） 元来此のビル（朝日ビル 引用者）への進出は、宣伝が主でありまして、販売や実利は第二義的に考
へられてます。此処でバランスを求めたり、収益を挙げる事は望んではゐないのです （前掲 大阪専門
大店会と其内容 ）。
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．専門大店のねらいとその可能性
専門大店の紹介記事によると、同店のねらいは次のようであった ）。長くなるが重要な部
図 朝日ビルテナント一覧
出所 広告 最新大阪市内地図（附タクシー新料金一覧図） 朝日ビルヂング総合店舗、年代不詳、筆者所蔵。
図 朝日ビル専門大店店舗配置図
出所 朝日ビル専門大店・加盟特約店一覧 筆者所蔵。
）同前、 。
分なのでそのまま引用する。
より多くの人に、自店名と商品を見て貰ふ─買つて貰ふ事は、更に良いに定つてゐ
る。毎日二千乃至五千の人が来場するから又相当に売れもする─之れが心斎橋筋の各店
であつても、此処では 専門大店会 の加盟店としての自店を、客に深く認識して頂け
る。‥‥
新製品等は、先づ此処に並べます。毎日数千の来場者に見せる事で、宣伝力は相当の
力強さであります。此処に蝟集する人は、多くインテリゲンチャです。此処で認められ
るならば、先づ何處でも出せます。素晴らしい試験場です。
新製品が出来た。それが愚図々々してゐる間に、 店方面のうまいイミテーシヨン
となつて現はれる。内容は全部違ふが、見た目は変はらない。
仮に洋服箪笥の新製品を、七十円で売出します。ところがスパイを使ふ 方面に依
つてそれと外見の少しも変らぬものが、五十五円位で売出されます。内容は大違ひで
も、一寸見た目に変りがないし、値が違ふから、客は見さかひもなく真似た方を買ひた
がる。
そこで型はとられ、甘い汁は吸はれ 同じものを高く売りますね 等と客に云はれた
りします。泣面に蜂とは、全く此の事です。
つまり、第 のねらいが、毎日 人のインテリゲンチャ 知識階級の来場者に
自店の商品（新製品）をしっかり見てもらうことにある。もちろん朝日新聞の宣伝力もたの
んでいたであろう。しかも本店の商品ではなく、（大阪の有名店が集合した） 専門大店の商
品 として見てもらうのである。
第 のねらいは、新製品を物真似して廉価販売する業者に対抗することである。自店の新
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図 店内の様子
出所 久保田有春 大阪専門大店会と其内容 百貨店対抗小売店新戦術 商店界臨時増刊号 、誠文堂、 年 月、
。
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製品が大阪中に広く知れ渡っていれば、ニセモノ廉価品を駆逐できる、また定価販売もでき
ると考えているのである ）。
同記事はさらに続けて、 加盟店の顧客名簿を持ち寄ったら、総数数十万もあつたので
す。その重複を整理したら結局二万数千になりました といい、 これは会社にとつて、全
く大きな資産といふべきであります。恐らく無尽蔵の至言です。それを 大店会 が活用す
るのは勿論の事ですが、各店が之を借りて、自店のみの催物の場合等でも利用し得るのであ
ります という。各店の顧客名簿を集めて、優良顧客のみを選び出し、互いに利用できるよ
うにする。まさに、設立趣意書にある 手足の働き から 頭脳の働き へと進出してい
る。
専門大店は異業種の商店を集めてマークを統一し、個店では実現できそうにない、より多
くの共通利益を得ようとした。これは、同じように見える商店街とは異なる。なぜなら、商
店街は自然発生的に生まれた商業組織であって、専門大店のような 意図的集まり ではな
いからである。また、当時一部で流行していたチェーンストアとも異なる。なぜなら、
チェーンストアはそれがたとえボランタリーチェーンであっても原則同業種の店舗の集合だ
からである ）。
専門大店の小売業態に最も近いのは、当時の唯一の大型店 百貨店 である ）。百貨店は
都市の中心に立地し多種多様な商品を部門別に品揃えし、対面販売を行う小売業態である
が、単一企業であるか否かを別にすると専門大店は限りなく百貨店に近い。
当時のある研究者は、 専門大店が一定優良なる業者を以て組成されることは、商品に、
又従つてその顧客に階級性の見出さるゝことは免れない。その結果は、‥商品に対する需要
量に、相当大なる制限を受けなければならないのではないか と指摘している ）。すなわ
ち、専門大店が優良業者の集まりであるがゆえに、顧客を上流層（インテリゲンチャ）にし
ぼり込みすぎて、百貨店の大衆化とは逆の行き方をしている。上流層だけでは、成長に限界
があると警告しているのである。
）ところで、当時のニセモノ廉価品販売業者の つに百貨店も含まれていたのではないだろうか。なぜな
ら、当時百貨店は大衆化を進めており、廉価販売によって売上を伸ばしたと思われるからである。例え
ば、 島屋が蚊帳の廉売を行ったとして生産地の奈良麻布蚊帳同業組合からクレームを受け、大阪府議会
議長が調停に乗り出す騒ぎになっている（ 大阪朝日新聞 年 月 日付、第 面、同 月 日付、
第 面、同 月 日付、第 面）。中西聡 両大戦間期日本における百貨店の経営展開─いとう呉服店
（松坂屋）の 百貨店 化と大衆化─ （ 経営史学 第 巻第 号、 年 月）は具体的な価格表をあ
げて百貨店の廉価販売を紹介している。ただし、戦前においても業種によっては老舗の専門店がテナント
として百貨店に出店するケースがままあったと思われるので、今のところ専門大店と百貨店とのハッキリ
とした対抗関係は見いだせない。この点は今後の課題としたい。
）久保村隆祐・荒川祐吉監修 最新商業辞典（最新版） 同文舘、 年、 。商店街については、満
薗勇 商店街はいま必要なのか （講談社新書、 年）、チェーンストアについては平野隆 戦前期日本
におけるチェーンストアの初期的発展と限界 （ 三田商学研究 第 巻第 号、 年 月）をそれぞれ
参照のこと。
）前掲 最近大阪に現れたる商業経営型態に就て 。
）同前、 。
むすびにかえて
これまで、専門大店について、その創立、構成メンバー、運営方法、有名店同士が集合す
る意義（ねらい）などを検討してきた。特にニセモノ廉価品への対抗策として、インテリ層
を中心に大規模な宣伝を意図していたことが判明した。それは、小売商のみならず、とりわ
け製造業者に切実な問題としてあったのであろう。だから、販路開拓と並行して大規模な宣
伝によって、直接顧客に語りかける必要が生じて、専門大店が利用されたのだと考える。
最後に、専門大店が （昭和 ）年、大阪駅構内に誘致され、戦後も営業を続けて相当
な成績を収めたことを紹介してむすびとしたい。
朝日ビルの専門大店が 大阪駅の専門大店 として第二の新生を迎えたのは昭和十八
（ ─引用者）年二月一日、鉄道当局、大阪府当局が 大阪駅新駅舎構内に店舗を設
けるものは大阪小売店界の代表として大店のみに限る との大局的立場から白羽の矢が
立てられ、ここで初めて公共的使命を帯びて脚光を浴びることになった ）。
大阪駅移転後は、相当な好成績をあげたが、 年 月の大阪駅戦災により焼失してし
まった。その後、 年 月 日の鉄道記念日に再び復興し、支店も下関、大阪駅前の第一
生命ビルの両方に設置した。図 に見られる通り、戦後の専門大店は大阪駅構内高架車改札
口への通路両側（売場 坪、他に事務室、食堂が約 坪）にあった。図 は専門大店他の
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）前掲 全国百貨店専門店会商店会取引業者総覧 。
図 大阪駅 階付近平面図
備考 中央コンコースの右側 商店街 が専門大店の店舗。下に小さく 専門大店通路 とある。
出所 日本国有鉄道大阪駅編 駅勢要覧 （昭和 ）年度 、 年、目次あとの差込図（ 枚目）。
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店舗配置である。 気軽にブラリと短時間のうちに売り場を一巡して買い物ができるところ
から“三十分横丁”の愛称まで頂戴した 。営業時間は（店舗が駅構内にあるため）特急
つばめ の発車 分前の早朝 時 分に開店し、夜は 時閉店で客を引き付けた。周辺に
あるターミナルデパート阪神、阪急は百貨店法の規制を受けて午後 時に閉店するので、そ
の分優位性があった ）。
表 は当時の加盟店 店の一覧である。まず、戦前の約 店と比較して店舗数は半分以下
になっている。とはいえ、戦前からの主要な加盟店が 分の 以上見られる。次に従業員数
は各店 けたで、 人以上は駸々堂（書籍） 名、さらさや（袋物類） 名、冨屋（洋酒食
品） 名となっており、駅構内の旅客の購買需要をそのまま反映しているように見える。
最後に、戦前に多く見られた製造業者がほとんど見られない。小西写真店や白鶴などの酒
造メーカー、武田薬品などの名前はない。わずかに、美津濃、中山太陽堂が見えるだけであ
る。ここから、専門大店は大阪の有名店の集合・情報発信という役割が弱まって、鉄道駅の
乗降客に奉仕する役割が強くなったことがわかる。戦時中にどのような事情があったのかは
不明である。今後の課題としたい。（営業開始時間が午前 時からとなっているが、原則
時開店として、あとは食品、書籍の店舗が 分早く開店したのかもしれない）。
（昭和 ）年、大阪大店は朝日ビル時代から数えて創業 周年になるのを記念して店
舗の大改装（総工費 万円）、大売出しを行った ）。
同店の 客層の大半は通勤客で占められ春秋の行楽シーズンにはグンとまた旅行客で増え
）同前。
）同前。
図 大阪駅構内営業店舗（図 の商店街部分の入店業者詳細図）
出所 同前、差込図（ 枚目） 大阪駅階下平面図 より一部抜粋。
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表 ． 年頃大阪駅構内の専門大店加盟店一覧（営業時間 午前 時 時）
店舗名 営業種別 主なる販売品目
従業員数
（人）
駸々堂 書籍 書籍、雑誌、地図
スバル書堂 古書籍 古書籍、色紙、短冊
もみぢや 紙店 便箋、封筒、その他
美津濃 運動具 運動用品一切
ヨネツ 子供服 婦人子供洋装飾品
さらさや 袋物類 袋物、洋傘、肩掛
あふいや 細紐類 紐、小物、和洋裁婚用品
ゑり直 ゑり類 襟帯地、小物
みのや 扇類 扇子、団扇
てんぐ 履物 履物、雨傘
七宝 小間物 小間物、貴金属、喫煙具
中山太陽堂 化粧品 化粧品
トイシン 洋品 洋品、雑貨
冨屋 洋酒食品 すし加工、瓶缶詰、和洋酒、飲料水、菓子
笠半 茶 銘茶、茶器
上田 家具 和洋家具、室内調度品
カネヨシ 金物 刃物、金物、度量衡器
大学堂 眼鏡 眼鏡、光学機械
大阪鞄 鞄類 鞄、靴、皮革製品
フジヤ 蓄音機 蓄音機、レコード、楽器
ぢきな 昆布 昆布加工
大果 生果 生果物、卵
いせや 玩具 玩具類
阪神物産 帽子 帽子
大阪屋 洋服 洋服仕立、更生衣料
新まいづる 洋食器 洋食器具
紫屋 化粧品 化粧品、雑貨
渋谷利兵衛 婚儀用品 婚儀用品一切
さらさや 釣具 魚釣具
三幸 佃煮 佃煮
八百富 写真機 写真機附属品一切
中村屋 布帛製地 呉服、既製和装洋品
ストアー 時計店 時計並部品修理
白洋舎 洗濯洋品 クリーニング、洗張、染色材料
うるみや 漆器 各種漆器
淡州堂 陶器 陶器類（和陶）
ウメダ文具店 売店 事務用品、文房具、紙製品
計
備考 （定期的に行う）構内営業承認年月日は、うるみや・淡州堂が昭和 年 月 日、梅田文具が昭和
年 月 日、他はすべて昭和 年 月 日。
出所 日本国有鉄道大阪駅編 駅勢要覧 （昭和 ）年度 同駅、 年、 より作成。
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るという 。 商品売行のトップは食料品に集中し、特にお土産品が出足よく、次いで書籍が
光り新刊雑誌などまたたく間に捌けるのも特色の一つ であった。同年、年商 億円を突破
した ）。
やや時期は下るが、 年には年商 億 万円となり、翌年 億円と増加した。売上
構成比は、食料品 ％、雑貨 ％、衣料品 ％、身回品 ％、家庭用品 ％、サー
ビス ％であった ）。
現在、専門大店は飲食店を中心に業種・企業が変わりつつも大阪駅を中心として存続して
いる ）。ただし、戦前のような有名メーカー・有名専門店はほとんど見られない。なぜであ
ろうか。恐らく、高度成長期以後はマスメディアの発達によるテレビ が一般化して、
有名メーカーが積極的に利用したこと、またショッピングセンター、地下街など巨大な商業
集積への（有名専門店の）出店機会が多数生まれたことによって、専門大店のような共同組
織の必要性が薄れたせいであろう。
例えば美津濃の戦後直営店の場合、大阪駅専門大店をはじめ、大阪天王寺ステーションビ
ル内（開設 年）、大阪松屋町（ 年）、大阪梅田地下センター（同年）、東京後楽園
（ 年）、新大阪ステーションビル（ 年）、御堂ビル地下（同年）、東京丸の内新東京
ビル（ 年）、大阪堂島地下街（同年）、東京都下霞が関ビル含む 店（ 年）、大阪新阪
急ビル（ 年）、東京八重洲地下含む 店（ 年）、大阪梅田阪急三番街（同年）、大阪
千里ニュータウン千里店含む 店（ 年）、大阪ミナミ 虹のまち （ 年）、大阪阪急
番街（ 年）と 年までに合計 店に拡大した ）。
参考文献一覧
・ 朝日ビルデイング新築工事概要 大阪朝日新聞、 年
・ 五 年史 株式会社朝日ビルディング、 年
・石井寛治 日本流通史 有斐閣、 年
・石井寛治編著 近代日本流通史 東京堂出版、 年
・石原武政・矢作敏行編 日本の流通 年 有斐閣、 年
・石田潤一郎 大阪朝日ビル─近代空間の発見 同監修 関西のモダニズム建築 淡交社、 年
・岩本由輝 三越仙台支店進出反対運動と全日本専門店会聯盟（日専聯）の設立 市場史研究
第 号、 年 月
・江口圭一 都市小ブルジョワ運動史の研究 未来社、 年
・北山幸子 環境の変化と零細小売業 滋賀県の零細小売業による大型店対応の事例から 廣田誠
編著 近代日本の交通と流通・市場 （市場と流通の社会史 ）清文堂、 年
・久保田有春 大阪専門大店会と其内容 百貨店対抗小売店新戦術 商店界臨時増刊号 、誠文
堂、 年 月
）同前。
） 昭和四十一年度版全国百貨店準百貨店問屋商社年鑑 デパート新聞社、 年、 。
） 、 年 月 日アクセス。
）前掲 スポーツは陸から海から大空へ─水野利八物語 の 水野利八年譜 による。
・広告 最新大阪市内地図（附タクシー新料金一覧図） 朝日ビルヂング総合店舗、年代不詳、筆
者所蔵
・ 社会奉仕を目的の赤ちゃん会 商店界 第 巻第 号、 年 年 月
・末田智樹 昭和初頭静岡市への松坂屋支店誘致と反百貨店運動 中部大学人文学部研究論集
第 号、 年 月
・鈴木安昭 昭和初期の小売商問題─百貨店と中小商店の角逐 日本経済新聞社、 年
・角南芳太郎 岡山專門店会の概要 百貨店対抗小売店新戦術 商店界臨時増刊号 、誠文堂、
年 月
・ スポーツは陸から海から大空へ─水野利八物語 美津濃株式会社、 年
・ 全国百貨店専門店会商店会取引業者総覧 デパート通信社、 年
・ 昭和四十一年度版全国百貨店準百貨店問屋商社年鑑 デパート新聞社、 年
・ 專門店会に就いて（上）（下） 京城月報 第 号、第 号、 年 月、 月
・小冊子 専門大店 第 回、 年 月、筆者所蔵
・谷内正往 戦前大阪の鉄道とデパート 東方出版、 年
・塚原伸治 老舗の伝統と 近代 ─家業経営のエスノグラフィー 吉川弘文館、 年
・中西聡 両大戦間期日本における百貨店の経営展開─いとう呉服店（松坂屋）の 百貨店 化と
大衆化─ 経営史学 第 巻第 号、 年 月
・ 日専連四十年のあゆみ 日本専門店会連盟、 年
・ 日本小売業運動史（戦前編） 公開経営指導協会、 年
・ 日本一の運動具店 美津濃 と社長水野利八君と立志奮闘傳 新興実業 第 巻第 号、
年 月
・坡杯蘭 朝日ビル専門大店の裏を覗く 商店界 年 月
・平野隆 戦前期日本におけるチェーンストアの初期的発展と限界 三田商学研究 第 巻第
号、 年 月
・村本福松 最近大阪に現れたる商業経営型態に就て 経済時報 第 巻第 号、大阪商科大
学、 年
・満薗勇 日本型大衆消費社会への胎動─戦前期日本の通信販売と月賦販売─ 東京大学出版会、
年
・同 商店街はいま必要なのか 講談社新書、 年
・山本景英 昭和初期における中小小売商の窮迫と反百貨店運動（上・下） 国学院大学経済学会
国学院経済学 第 巻第 ・ 号、 年 ・ 月
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
